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彼の著作を仮に前期、後期と分かつてみるならば、「養生論J í難自然好事論J í難宅無吉凶掻生論J í聾
無哀楽論」などが前期のものと想定できる。ここでは替康は、その話題とする所に封して一麿客観的な
分析を展開している。一方「卜疑集J í家戒書J í絶交書」らは、後期に想定できて、ここでは替康自身
の生存が、その思考の封象とされ、その態度は主鰻的である。前者では「微J í交J í至」等の概念にお
いて特徴づけられ、後者では主鰭のあり方として「稗J í忘」等の概念によって特色づけられている。
とはいえ、こうした医別は便宜的なもので、根本的には彼の主龍の意識、「世にある者としての自己の
生」のあり方への問い、という問題意識に貫かれている、とみることができる。この「世に在るものと
しての自己」を問いかけること、そして行為する自己を、珠断によって萎縮させないこと、これが彼の
いう「志」ということではなかったか、と論じた。
まとめ
替康の、人にもっともよく知られた言葉として「名教を越えて自然に任す」がある。賓にこの一文を
どのように理解するかは、そこから構成される替康像を大きく左右することになる。「自然に任す」と
いう部分に注目し、そこに「老荘」と「養生」とが加えられると、兄の替喜がその惇記に描いている替
康像とひ。ったりと一致する。だからこれがある日の替康の賓像であったり、ある一面を惇えるであろう
事賓を否定しようというのではない。そうした面が確かにあったであろう。しかしまた、こうした「像」
を拒否する、あるいはこれに釘立する別の一面も確賓に存在したのである。替康は「絶交書」のなかで、
「湯武を非とし周孔を薄んず」と述懐してもいるし、何よりもどういういきさつによるにせよ、彼は刑
死しているという事実がある。だからあちらをみてこちらをみないというのは片手落ちだろう。「養生」
と「名教」批判とを生みだした替康という「全髄J が理解されるのでなくてはならない、そうした問題
意識のもとにこの論は、考察をすすめてきたものである。「名教を越えて自然に任す」とは、二つのこ
とではない。「名教」に対する批判という行為が、彼の、心に虞賓とおもう意識と、それは分離できな
いものであることをこの一文はいう。彼のいう名教は世俗士大夫がその生活を築き、生きている世界の
全鰭と、そして彼らの信じる教えの鰻系とであった。替康はそこに欺臓を見いだしそれを批判する。批
判は反批判を惹起し、論難が鷹酬される。論難はやがて力による制圧を生むことは必至である。彼は彼
が批判する、当の世俗社会の一員なのであるから。しかし、にも拘わらず、彼にその批判を抑止せしめ
なかったものは何か。この解答を「卜疑集」において見ることができた。そして果敢なる批判に踏み込
む彼の決意を「稗私論」においてみた。替康がその息子替紹におくったことば「無志非人」とは「無措
額情J と別のことではないだろうと考えた。人が輿えられたイl条件のもとで人であろうとすること、あり
続けようと意志することをそれは意味するものであるだろうと、考えられる。
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論文審査結果の要旨
本論文は、竹林の七賢を代表する人物として知られる中国三世紀頃の知識人、替康が残した思想的文
章に対して個別に分析を加え、その執筆の動機や目的を解明することにより、従来、様々な角度から論
じられてきた替康の思想について、その根底的な統合を目指すものである。論文の全体は、「問題の所在」
と十六の章および「替康論のむすび」の各部分に分かれる。
「問題の所在」では、名教の批判者、隠逸者、神仙の術に心惹かれる人士といった従来の替康像につ
いて、それらには一定の論拠があるものの、そうした一部分だけが強調された結果、かれの「全体」に
関しては十分な検討がなされてこなかったと述べる。個別的考察を展開する以下の各章について、その
章題を示せば(章題記載の「について」の文字は省く)、第一章「替康における「自然」の観念」、第二
章「替康等の自然」、第三章「替康の養生論」、第四章「替康における運命の問題」、第五章「替康にお
ける「神仙」思想、と「大道」の理想」、第六章「替康の「声無哀楽論JJ、第七章「替康における「自得」
と「兼善」の問題」、第八章「替康における「名教J 問題と「卜疑集JJ、第九章「替康の「釈私論JJ 、
第十章「替康の「与山巨源絶交書JJ、第十一章「替康「管察論」考」、第十二章「替康の「太師簸JJ 、
第十三章「替康の「非湯武J 考」、第十四章「替康の所謂政治的思考と自己統合」、第十五章「替康の
「宅に吉凶はないとはいえない」という問題J、第十六章「替康の至論」であり、本論文は、替康の「養
生論」および向秀の非難に対する反駁の「答難養生論」からは、世間一般の常識の暖昧さを養生という
特定の観点から批判する意図を、人間の運命について決定論の立場に拠る院侃を批判した「難宅無吉凶
揖生論」およびその続編からは、儒家的な合理主義が人間の未来を予定と調和のなかに閉ざしかねない
危険性の指摘を、「声無哀楽論」からは、伝統的な礼楽教化論のドグマ性に対する指弾およびそこから
の超出のもくろみを、「卜疑集」ゃ「釈私論」からは、「人間の委局」のそのただなかで「無措顕情」す
ることが、未来に繋がる現在を創出することになるという決意を、「管察論J ゃ「太師簸」からは名教
意識から抜け出せない士人たちへの警鐘を、それぞれに読み取り、替康によるこのような批判的著述方
法を「至論」と命名する。
以上を要するに、本論文は、替康の思想的文章には儒教経典の所説に安住する惰性的思考態度を徹底
して批判する精神が一貫してうかがえ、そうした批判意識の深まりの中で、替康は、一切の予断から解
放された智の働きによる未来の創出を企図するようになり、最終的に、その決意を「名教を越えて自然
に任す」との言葉に託したと説く。難解で鳴る替康の文章を丁寧に読み解き、その全体に通貫する内的
論理を析出することによって、かれの思想的特徴に関する旧来の諸説を統合的に捉えなおすとともに、
替康が目指した理想的境地に肉薄しもする本論文は、替康思想研究の水準を確実に向上させるものであ
り、斯学の発展に寄与することは疑いを容れない。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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